
 
２年１組２班の活動報告です。西村花菜 児山月渚 森舞子  

尾関実夢 山下叶人 加納大雅 

◇ 研究テーマ「私たちが作る赤ちゃんの未来」                                         

【関連するSDGs（アイコン）】 

 
 

◇ 実践したこと （フィールドワークなどで調べて分かったこと）                                  

・岐阜県にある児童養護施設「乳幼児ホームまりあ」という施設の方に、zoomで話を聞いた 

・１年間で虐待によって亡くなる子供は 16万人に達し、その多くが 0歳児である 

・虐待、育児放棄、経済の不安定、産後鬱、望まない妊娠などが原因で子供を育てられない人

が多い 

・コロナ禍で面会が出来ないことや、職員がマスクをしているため表情が読み取れているか

などの不安が多い 

◇ 提案                                         

・私たち高校生がこのような状況をよく理解し、多くの人に広める 

・もっと多くの人に赤ちゃんポストの存在を広める 

◇ 活動を通じて考えたこと                               

・思っていたよりたくさんの子供が虐待で亡くなっているから、この状況を早く改善しなけ

ればならないと思った（西村花菜） 

・親からの愛情が一番幸せだから、虐待が減るといいと思った（児山月渚） 

・赤ちゃん関係で困っている人が予想以上に周りに多くいて驚いた（森舞子） 

・日本から虐待で亡くなる子供や赤ちゃんポストに預けられる子供が少しでも減るといいと

思った（尾関実夢） 

・虐待で亡くなる子供を減らすためにもっと赤ちゃんポストの存在を広めないといけないと

思った（山下叶人） 

・望まれずに生まれる子供の数を減らすために、周りの支援と適切な知識が必要だと分かっ

た（加納大雅） 

 

 

Seki Bridge Journal 第９２号 
令和４年３月１５日 

岐阜県立関高等学校 

  


